


 



ご挨拶 
 

埼玉県総合リハビリテーションセンターは、障害のある方々の自立と社会参加の促進を

目指して、昭和 57年 3月に開設されました。 

当センターは、「私たちは、利用者の皆様が、その人らしい自立した生活ができるよう、

良質で信頼される医療・福祉の提供に努めます。」という理念をもとに、相談・判定から医

療、職能訓練、社会復帰まで一貫した総合的なリハビリテーションサービスを提供し、あ

わせてリハビリテーションの技術向上を図るための研究・研修事業を実施しています。 

外傷や疾病による脳損傷の後遺症として高次脳機能障害を伴うと、社会生活を送る上で

大きな障害となることがあります。また、肢体不自由などの身体機能障害を伴うか否かに

よって、受けることのできる医療・福祉のサービスが異なるなど、高次脳機能障害に関し

ては多くの問題点があります。 

埼玉県では、これらの問題点を整理し、高次脳機能障害に対する診断・訓練及び社会参

加を含んだ包括的な医療・福祉サービスを確立するため、平成 13年度から開始された高次

脳機能障害支援モデル事業に参画し、平成 18 年度からは当センターが支援拠点機関とし

て指定されています。 

平成 23年 4月には、当センター内に「高次脳機能障害者支援センター」を開設し、高次

脳機能障害者の支援拠点機関として相談内容に応じた助言や情報提供を行い、センター内

の各部門において相談、診断、訓練、就労支援を進めるとともに、関係機関と連携し、地

域の相談支援体制の充実にも努めております。 

今後も皆様の御協力・御指導をいただきながら、高次脳機能障害者支援センターの機能

のさらなる充実を図り、当事者や御家族への支援、県民の皆様への啓発に積極的に取り組

んでまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
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はじめに 
 

埼玉県高次脳機能障害者支援センターでは、県総合リハビリテーションセンターの医

療、相談、施設の既存機能を活用し、地域の関係機関と連携を図っております。総合相談

窓口には、当事者やその家族だけでなく、関係機関や支援者からの相談も多くあります。

相談をお受けする中で、家族からは「地域で十分な支援を受けられない」、支援者からは

「適切な支援の方法が分からない」などの意見が寄せられており、当支援センターでは電

話や来所相談だけでなく、支援コーディネーターが市町村や相談支援事業所等からの依頼

により地域へ出向き、身近な地域での支援の充実を図っております。 

今回、平成 23年に当支援センターを開設してから平成 28年度までの 6年間の事業実績

について、報告書として取りまとめました。 

高次脳機能障害者への支援には、当事者の病状への気づき、家族をはじめとする周囲の

方の理解、支援者の理解と配慮、環境の整備等が大切です。各地域において当事者の地域

社会への参加が促進されるよう、継続した支援を展開していきたいと考えております。 

当支援センターの多職種のもつ専門性が、各地域に伝達され定着していくことで、より

よい地域社会を形成することを目的とした地域包括ケアシステムの構築にもつながること

と思います。 

今後も、各地域での取り組みを支援し、当事者とその家族が安心して生活できる社会の

実現を目指して、私たちは日々努力を続けてまいります。 

円滑な事業の運営に向けて、様々な観点から皆様のご意見をいただけると幸いです。 

 

 

 

平成 30年 3月 

 

埼玉県高次脳機能障害者支援センター 

 センター長 先﨑 章 
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